
―
本
年
度
か
ら
一
部
に
電
子
入
札
が
導
入
さ
れ

る
。従
来
の
入
札
か
ら
変
わ
る
点
は
。

　

鈴
木
主
幹　

公
共
事
業
の
施
工
は
、
一
定
の
資
格

を
持
っ
た
会
社
に
請
負
を
し
て
い
る
。
こ
の
会
社
を

入
札
と
い
う
手
続
き
で
決
め
て
い
る
。
紙
に
金
額
を

記
入
し
た
入
札
書
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
基
本
的
に

一
番
安
い
金
額
で
札
を
入
れ
た
会
社
に
決
定
し
て
い

る
。
入
札
に
参
加
す
る
に
は
、
入
札
が
あ
る
日
、
決

ま
っ
た
時
間
に
総
合
支
庁
な
ど
の
入
札
室
に
出
向
い

て
入
札
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

電
子
入
札
と
は
、
こ
の
入
札
書
を
紙
で
は
な
く
、

会
社
に
居
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
パ
ソ
コ
ン

か
ら
入
札
金
額
な
ど
を
送
信
し
て
行
う
入
札
方
式
の

こ
と
で
あ
る
。
入
札
に
関
す
る
発
注
情
報
や
入
札
結

果
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
・
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

―
電
子
入
札
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
る
こ
と
は
。

　

鈴
木
主
幹　

一
つ
は
、
受
注
希
望
者
の
入
札
参
加

の
た
め
の
交
通
費
と
移
動
時
間
が
削
減
さ
れ
、
そ
の

結
果
、
公
共
事
業
の
コ
ス
ト
縮
減
に
つ
な
が
る
。

　

第
二
に
、
書
類
の
作
成
・
送
付
業
務
が
自
動
化
さ

れ
、
事
務
の
効
率
化
・
迅
速
化
が
図
ら
れ
る
。

　

第
三
に
、
多
く
の
受
注
希
望
者
が
参
加
で
き
る
環

境
が
向
上
し
、
競
争
性
が
高
ま
る
。

　

第
四
に
、
受
注
希
望
者
が
直
接
に
出
会
う
機
会
が

な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
談
合
等
の
不
正
防
止
に
役
立

ち
、
入
札
手
続
き
の
透
明
性
、
公
平
性
が
向
上
す
る

も
の
と
考
え
る
。

―
電
子
入
札
導
入
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

鈴
木
主
幹　

電
子
入
札
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、

で
き
る
だ
け
早
く
試
行
し
て
、
平
成
十
六
年
度
は
試

行
を
拡
大
し
、
平
成
十
七
年
度
中
に
は
、
全
面
運
用

を
目
指
し
た
い
。
試
行
は
、建
設
工
事
だ
け
で
な
く
、

設
計
、
測
量
等
も
含
め
て
検
討
し
て
い
る
。

―
受
注
者
が
準
備
す
べ
き
こ
と
は
。

　

鈴
木
主
幹　

一
つ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
で
き

る
パ
ソ
コ
ン
お
よ
び
通
信
回
路
を
確
保
し
て
い
た
だ

く
こ
と
。
二
番
目
と
し
て
、
電
子
認
証
を
受
け
る
た

め
の
電
子
認
証
書
（
こ
れ
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
収
納
さ

れ
て
い
る
）、お
よ
び
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
必
要

と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
認
証
局
が
現
在
八
社

ほ
ど
あ
る
の
で
、
こ
の
認
証
局
か
ら
発
行
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、当
面
は
従
来
ど
お
り
の
紙
に
よ
る
入
札
も
、

事
前
の
手
続
き
の
う
え
可
能
と
い
う
こ
と
で
運
用
す

る
が
、
紙
と
電
子
の
併
用
と
な
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

ト
ラ
ブ
ル
等
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
極
力
、
電
子
に

よ
る
入
札
を
お
願
い
し
た
い
。

　

県
と
基
本
的
に
同
じ
シ
ス
テ
ム
で
先
行
し
て
い
る

国
の
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
画
面
を
見
な
が
ら
操
作
練
習
が
体
験
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
も
活
用
し
、
シ
ス
テ
ム

に
慣
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

―
「
山
形
県
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
整
備
基
本
計
画
」に
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■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
制
新
政
意　

　
　

公
共
事
業
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
改
善
・
合
理
化

〜 
電
子
入
札
と
一
連
の
電
子
化
に
つ
い
て 
〜

山
形
県
土
木
部
管
理
課
の

鈴
木
正
典
建
設
技
術
主
幹
に
聞
く

　

本
年
度
か
ら
県
発
注
の
公
共
事
業
の
一
部
に
電
子
入
札
制
度
が
導
入
さ
れ
る
。
従
来
の
方
法
か
ら
ど
の
よ

う
な
点
が
変
わ
る
の
か
。「
山
形
県
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
整
備
基
本
計
画
」
推
進
に
よ
る
今
後
の
公
共
事
業
全
体

の
電
子
化
の
方
向
・
狙
い
も
含
め
て
、
山
形
県
土
木
部
管
理
課
の
鈴
木
正
典
建
設
技
術
主
幹
に
聞
い
た
。



つ
い
て
、狙
い
は
何
か
。

　

鈴
木
主
幹　

山
形
県
で
は
平
成
十
二
年
九
月
に

「
山
形
県
情
報
化
推
進
計
画
」
を
策
定
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
、〝
電
子
県
庁
〞
推
進
施
策
の
一
つ
と
し
て

 
Ｃ 
Ａ
Ｌ
Ｓ
／

１

 
Ｅ 
Ｃ
の
導
入
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
Ｃ

２

Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
と
は
「
公
共
事
業
支
援
統
合
情
報
シ

ス
テ
ム
」
の
略
称
で
あ
り
、
そ
の
推
進
の
た
め
「
山

形
県
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
整
備
基
本
計
画
」
を
平
成
十

四
年
五
月
に
策
定
。
従
来
は
、
紙
で
交
換
さ
れ
て
い

た
情
報
を
標
準
化
し
て
電
子
化
す
る
と
と
も
に
、
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
公
共
事
業
に
関
連
す

る
多
く
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
連
携
し
て
使
え
る
環
境

を
構
築
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
先
ほ
ど
述
べ
た
電

子
入
札
は
、
こ
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
。

　

入
札
だ
け
で
な
く
、
公
共
事
業
の
調
査
・
計
画
、

設
計
、
施
工
お
よ
び
維
持
管
理
の
各
事
業
段
階
で
発

生
す
る
図
面
・
地
図
、
書
類
、
写
真
等
の
各
種
情
報

を
電
子
化
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
関
係

者
間
、
お
よ
び
事
業
段
階
で
効
率
的
に
情
報
交
換
・

共
有
・
連
携
で
き
る
よ
う
に
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
公
共
事
業
業
務
プ
ロ
セ
ス
全
体
の
改

善
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
建
設
業
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
県
民
へ
の

説
明
責
任
の
向
上
を
目
指
す
情
報
公
開
も
重
要
な
課

題
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
県
民
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、

第
一
に
行
政
へ
の
申
請
、
届
出
等
の
手
続
き
、
行
政

情
報
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
、
自
宅
や
職
場
か
ら
原
則
二
十
四
時
間
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
〝
電
子
県
庁
〞
の
推
進
。

　

二
番
目
と
し
て
、 
Ｇ 
Ｉ
Ｓ
の
活
用
。
今
後
、
洪
水

３

等
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
し
、
情
報
公
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
に
安
全
を
確
保
し

た
り
、
被
害
を
最
小
に
と
ど
め
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
な
ど
、
防
災
や
維
持
管
理
に
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

三
番
目
と
し
て
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
パ
ソ
コ
ン
を
利

用
し
た
設
計
、
製
図
）
を
活
用
し
て
、
将
来
の

積
算
業
務
の
自
動
化
、
県
民
へ
の
説
明
能
力
の

向
上
を
図
り
た
い
。
具
体
的
に
は
、
事
業
説
明

会
に
お
い
て
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
用
い
る
こ
と
で

動
的
表
現
や
時
系
列
の
表
現
も
容
易
に
な
り
、

事
業
の
内
容
、
メ
リ
ッ
ト
、
環
境
へ
の
影
響
等

が
よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、

参
加
・
連
携
が
進
む
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

―
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
推
進
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

　

鈴
木
主
幹　

電
子
納
品
（
文
書
、
図
面
、
写

真
等
の
設
計
や
工
事
で
の
成
果
品
を
電
子
デ
ー

タ
で
納
品
す
る
こ
と
）
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

中
に
試
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

情
報
の
共
有
化
、
維
持
管
理
の
効
率
化
等
を
含
む

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
全
体
の
導
入
は
、
平
成
十
九
年
度

を
目
標
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
内
市
町
村
の
導
入

目
標
を
平
成
二
十
二
年
と
し
て
要
請
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

検
討
中
で
あ
る
が
、
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
の
行
動
計

画
原
案
が
決
ま
っ
た
ら
「
山
形
県
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ

推
進
協
議
会
（
官
民
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
Ｃ

Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
普
及
促
進
を
図

る
た
め
平
成
十
四
年
五
月
に
設
置
）」に
提
案
し
て
ご

意
見
を
う
か
が
い
、
ま
た
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
お
知
ら
せ
し
て
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

県
で
は
、
厳
し
い
経
済
・
財
政
状
況
下
、
公
共
事

業
に
対
す
る
透
明
性
の
確
保
、
コ
ス
ト
縮
減
、
環
境

へ
の
配
慮
、
事
業
評
価
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

の
手
段
・
道
具
と
し
て
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
、
情
報
の
電

子
化
・
共
有
化
を
進
め
、
品
質
の
向
上
、
事
務
の
合

理
化
等
を
図
り
、
地
域
の
方
々
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
行
政
的
企
画
立
案
や
技
術
的
業
務
に
集
中
で
き

る
よ
う
な
環
境
整
備
を
推
進
し
、
個
性
あ
る
地
域
の

発
展
に
取
り
組
み
、
美
し
い
・
豊
か
な
・
開
か
れ
た

山
形
を
目
指
し
た
い
。

１　

C
o
n
tin
u
o
u
s
A
c
q
u
isitio

n
a
n
d
L
ife

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ（ 
 
 
   
 
 
 
   
 
 
 
      
 
  
 
 
  
   

-c
y
c
le
S
u
p
p
o
rt

  
 
 
  
  
 
 
 
 
  
）

部
門
間
、
企
業
間
に
お
い
て
、
設
計
か
ら
製
造
、
流
通
、
保
守
に
至
る

製
品
等
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
般
に
わ
た
る
各
種
情
報
を
電
子
化
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
交
換
お
よ
び
共
有
し
、
製
品
等
の
開
発
期
間

の
短
縮
、
コ
ス
ト
の
削
減
、
生
産
性
の
向
上
等
を
図
ろ
う
と
す
る
活
動
。

E
lectro

n
ic
C
o
m
m
erce

２　

Ｅ
Ｃ
（ 
      
 
    
 
 
 
    
）

「
電
子
商
取
引
」
と
訳
さ
れ
る
。
建
設
分
野
で
は
、
公
共
事
業
の
調
達

（
入
札
・
契
約
）
行
為
、
企
業
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
な
ど
に
Ｅ
Ｃ
の
技

術
の
利
用
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

G
eo
g
rap
h
ic
In
fo
rm
atio

n
S
ystem

３　

Ｇ
Ｉ
Ｓ
（ 
  
 
   
 
     
  
  
    
 
  
     

）

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
。
位
置
や
空
間
に
関
連
す
る
情
報
を
持
っ
た
デ
ー

タ
（
空
間
デ
ー
タ
）
を
総
合
的
に
管
理
・
加
工
し
、
視
覚
的
に
表
示
で

き
る
高
度
な
分
析
や
迅
速
な
判
断
を
可
能
に
す
る
技
術
。
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CALS／ECの概念

電

子

媒

体 

情報の電子化 

情報の共有化 従来 

通信ネットワーク 
の利用 

標準化 

プロジェクト 
データベース 
の整備 

ネットワーク等の 
インフラ整備 

ブロードバンド 
ネットワークの 
普及 

－紙の流れ－ 

－電子媒体－ 

－通信ネットワークと 
データベース－ 

－通信ネットワーク－ 

電子媒体により情報の
交換を行う。 

ネットワークを通じて複
数のデータベースを連携
することにより仮想デー
タベースを構築する。 

ネットワークを利用して電
子データのやり取りを行う。 

従来は、電子データで
作成されていた資料も
情報交換時に一度、紙
に出力して受け渡しを
行っている。 

維持 
会社 

製造 
会社 

設計 
会社 

企画 
会社 

生産 

試験 

解析 

調達 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

データデータ 
ベースベース 
データ 
ベース 

データデータ 
ベースベース 
データ 
ベース 

データデータ 
ベースベース 
データ 
ベース 


